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はじめに

2023年3月

エコ・ヒューマン地域連携センター長

乾美紀

2020年度からエコ・ヒューマン地域連携センター（EHC）のセンター長に就任したものの、
突然拡大したコロナウイルスのため地域と連携した活動がほとんどできなかった。オンライ
ンによる活動や学生間の交流を工夫したり、感染防止に配慮して少人数で集まったりするな
ど最大限の努力をしたが、思い通りに成果を出せた団体はほとんどなく、新入生を勧誘する
機会も失った。

しかしながら2022年度はEHCにとって大きな動きがあった。まず柴崎浩平先生がEHCの
コーディネート教員として着任したことである。新入生勧誘に始まり、オープンキャンパス、
教員との座談会「EHCの部屋」、1年生と学生団体の情報交換を目的とした「EHC交流会」
など様々な計画を進め、実行に移して下さったおかげで、EHCの活動が非常に活発になり始
めた。学生団体の行動制限がなくなったため、学生にも生き生きとした表情が見られるよう
になった。

今年度から新しい教員プロジェクトや学生プロジェクトが増えたことも喜ばしいことであっ
た。従来のプロジェクトに加えて三田村先生による「淡路島プロジェクト」、太田先生によ
る「播磨プランニングラボ」や「学生島活プロジェクト」、柴崎先生率いる「ため池みらい
プロジェクト」が始動した。また学生プロジェクトも増え、子ども食堂や学習支援を主な活
動とする「coneko－コネコ―」や地域の外国人の補習教室に通う子どもたちに勉強を教え
る「Jyoto‘s」など新たな地域活動が盛り上がりを見せている。約3年間に静かに溜めたパ
ワーをまさに今発揮できている状況が伝わってくる。本報告書には各プロジェクトの報告の
ほか、先生方や学生から貴重な研究成果やプロジェクトの成果を寄稿して頂いたので、ぜひ
目を通して頂きたい。

なお、早くも来年度の計画を進めており、約4年ぶりとなる春フェスの開催、特別フィール
ドワークへの参入、ホームページによる広報活動の拡充などを検討している。ようやくコロ
ナウイルスが収まりを見せ、5類に移行することになった。この影響を受け、来年度はつい
に行動の制限がなくなることを期待し、EHCの本来の目的である、学生が大学の外に飛び出
し、地域社会と繋がって積極的に地域貢献の役割を果たすことに強く期待したい。
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センター長あいさつ
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取組の内容

地域連携プロジェクト

情報発信

相談受付・対応

アクセス

1

エコヒューマン地域連携センターについて

センター長 乾 美紀
副センター長 杉山 武志
コーディネート教員 柴崎 浩平
兼務教員 内田 勇人，太田 尚孝，喜友名 菜織，竹端 寛，保坂 裕子，

三田村 哲哉，三宅 康成，安枝 英俊
（五十音順）

運営委員

乾美紀 杉山武志 柴崎浩平

環境人間学部は，文系・理系の枠を超えて人間の本質を見つめ，豊かな環境や暮らしを探求します。学部は，
5つの系・課程で構成され，そのうち，3つの系に所属する教員が兼務教員を務めています。毎月1回程度の
頻度で，運営委員会を開催し，情報共有をおこなうとともに，EHCが進む方向性などについて議論を重ねて
います。

エコ・ヒューマン地域連携センター（略称：EHC）は，兵庫県立大学環境人間学部によっ
て，2011年3月23日開設されました。「学生が動けば地域も変わる」というキャッチコ
ピーを掲げ，様々な地域連携活動を創出・支援しています。

EHCの目的
学部の専門知を地域との交流や連携活動に活用し，学生の実践力の
養成とともに地域の人材の育成を図り，地域の発展に貢献すること
にあります。

「学生が動けば地域も変わる」

02

エコヒューマン地域連携センターと運営体制1

そのために，環境人間学部の学生・教員による地域連携活動
を推進しています。地域連携活動とは、地域に関わるさまざ
まなアクター（住民、行政、NPO、企業、専門家など）と
学生・教員が連携し、地域課題解決の新しいかたちを生みだ
すいとなみのこと。大学の資源（知識・技術・マンパワー）
をいかし、地域の課題解決や価値の創造に挑戦することで、
大学と地域の相互発展をめざしています。
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1

取組の内容

地域連携プロジェクト

情報発信

相談受付・対応

以下の3つの活動を通して，地域連携活動を促しております。

学内外からの様々な相談に応じることで，ニーズや課題を発掘するとともに，大学の資源
（知識，技術，マンバワーなど）とのマッチングを図ります。詳しくは8ページ。

EHCのホームページおよび各種SNSの運用をベースに，主には各種地域連携プロジェクト
の活動内容や成果を発信しています。詳しくは9ページ。

多様な主体と連携した実践・研究プロジェクトの実施・支援を通して，学生が主体的に取
り組みやすい環境づくりをおない，地域人材を育成しています。詳しくは4ページ。

アクセス

交通アクセス
JR・山陽電鉄
姫路駅北口より神姫バス：220円／乗車時間：約10分
9番のりば：11、12、13系統
10番のりば：８、９系統

「県立大環境人間学部」下車

〒670-0092
兵庫県姫路市新在家本町1-1-12
姫路環境人間キャンパス内 いちょう南館P104

エコヒューマン地域連携センターについて

運営委員

EHCの目的

「学生が動けば地域も変わる」

エコヒューマン地域連携センターと運営体制
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学生プロジェクト

明

EHCの開放 ネットワーキング

教員プロジェクト

メンバー数フィールドキーワード教員プロジェクト名

7淡路島（志筑地区）建築、都市、地域三田村哲哉淡路島プロジェクト

9高砂市，播磨地域都市計画、計画演習、自治体連携太田尚孝播磨プランニングラボ

4丹波篠山市地域創生、コミュニティ・カフェ、閉
校活用

杉山 武志くもべラボ

12姫路市，神戸市ほか高齢者、フレイル、健康長寿内田勇人フレイル予防！プロジェクト

9姫路市集会所，半屋外空間，居場所づくり安枝 英俊北八代プロジェクト

4姫路市（家島）地域創生，空き家再生，インターン
シップ

太田尚孝学生島活プロジェクト

19ラオスラオス山岳地帯，学校建設，教育支援乾美紀CHISE

8東播磨水・農業，里山，コミュニティ・ビジ
ネス

柴崎浩平ため池みらいプロジェクト

地域連携プロジェクトには大きく，教員が主導する
「教員プロジェクト」と学生団体が主導する「学生
プロジェクト」があります。
両プロジェクト合わせて，のべ222名の学生が地域
連携活動に従事しています。

キーワードとしては，建築や地域創生，高齢者，ラ
オス，里山，，などがみられ，環境人間学部の多様
さが確認されます。主なフィールドは，姫路市近辺
が多く，姫路市の他，東播磨地域や市川町がみられ
ます。

参加学生数は合計69名であり，各プロジェクトの人
数は4～16名となっています。

加古川

淡路

多様な地域活動を安全・安心に実
施するため，保険体制をみなおし，
新たな保険に加入する仕組みを構
築した。

コンペの開催

地域連携プロジェクトの活動を拡
充させるため，コンペティション
形式にて活動助成をおこなった。
審査の結果，5つの教員・学生プロ
ジェクトに助成をおこなった。

参加学生数

8

教員プロジェクト一覧

姫路市

高砂市

独自保険制度 コンペの開催各プロジェクト
へのサポート
これらのプロジェクトを遂行す
るとともに，活動しやすい環境
を整えるべく，独自保険制度等
の整備をおこないました。

プロジェクト数

222
参加学生総数

地域連携
プロジェクト

教員
プロジェクト

学生
プロジェクト＝ ＋

地域連携プロジェクト2

69

のべ

教員プロジェクト

コンペの開催独自保険制度 コンペの開催

地域連携
プロジェクト

教員
プロジェクト

学生
プロジェクト＝ ＋

地域連携プロジェクト

教員プロジェクト

コンペの開催独自保険制度 コンペの開催

地域連携
プロジェクト

教員
プロジェクト

学生
プロジェクト＝ ＋

地域連携プロジェクト

教員プロジェクト

コンペの開催独自保険制度 コンペの開催

地域連携
プロジェクト

教員
プロジェクト

学生
プロジェクト＝ ＋

地域連携プロジェクト 学生プロジェクト

EHCの開放 ネットワーキング

姫路市

高砂市

市
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メンバー数
(1,2,3回生）

フィールドキーワード顧問教員団体名

20（13,7,0）環境人間キャンパス内の畑農業，多世代交流，地域交流坂本薫農楽部 畑っこ

11（3,3,5）高砂市などキャンドル，地域交流，コミュニケー
ション

安枝英俊campustree

16（4,7,5）姫路市、明石市、高砂市子ども、地域交流、イベント企画三宅康成Change

17（7,7,3）里山(姫路市香寺町須加院)里山、地域、学生土川忠浩木の子

80
（29,22,29）

学内，姫路市食、農、栄養坂本薫兵庫商品開発プロ
ジェクトDEN

4（0,0,4）明石市，高砂市，加古川市子ども食堂、学習支援、ボランティア保坂裕子conneko-コネコ-

8（0,3,5）姫路市城東町外国ルーツの子ども、学習支援、地域
ネットワーク

乾美紀Jyoto's

学生プロジェクト

学生プロジェクト一覧

学生団体数は昨年度から2団体増え，7団体と
なっている（「conneko-コネコ-」および
「Jyoto‘s」は今年度に設立）。
活動内容のキーワードとしては，農業，食，栄
養，里山，国内外の子どもなどみられ，環境人
間学部の多様さが確認される。
主なフィールドとしては，姫路市の他，明石市
や加古川市，高砂市など姫路市から東のエリア
が中心となっている。

丹波篠山市

加古川市

淡路島

コロナ禍で活動が制限されるなか，EHCを開放
し，学生が打ち合わせ等に使用できるよう，開
放するようにした（予約制）。

学生団体間および学内のネットワークを確保・
強化すべく，EHC交流会，EHCランチ，オー
プンキャンパス等の各種イベントにEHCとして
出展。詳しくは次ページ。

7つの学生団体に所属している学生はのべ153
名である。団体ごとに人数は最も多い団体で80
名，最も少ない団体で4名と幅がみられる。

学年の内訳は，2022年度入学が56名，2021
年度入学が46名，2020年度入学が51名となっ
ている。

明石市
神戸市

EHCの開放 ネットワーキング

参加学生数

153

7

プロジェクト数
（学生団体数）

のべ

教員プロジェクト
古川

淡路

コンペの開催独自保険制度 コンペの開催

地域連携
プロジェクト

教員
プロジェクト

学生
プロジェクト＝ ＋

地域連携プロジェクト

教員プロジェクト

コンペの開催独自保険制度 コンペの開催

地域連携
プロジェクト

教員
プロジェクト

学生
プロジェクト＝ ＋

地域連携プロジェクト 学生プロジェクト

EHCの開放 ネットワーキング

学生プロジェクト

EHCの開放 ネットワーキング

学生プロジェクト

EHCの開放 ネットワーキング

丹波篠山市

加古川市

淡路島

市

明石市

神戸市
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EHC交流会

EHCの部屋
〇〇先生に話聞いてみようの会

アクリエ姫路1周年記念イベントでの出展

学生団体間および学内のネットワークを確保・強化すべく，
以下の活動をおこなった。

オープンキャンパスでの出展

環境人間学部で開催されたオープンキャンパ
スにて，各学生団体・プロジェクトの活動紹
介をおこなうとともに，高校生からの相談対
応をおこないました。加えて，話やすい空間
を作るため，体験イベントをおこないました。

参加学生数

30

【開催概要】
2022/8/6～7，9:30～13:10
＠生協2Fのコミュニティルーム

【体験イベント】
①ボタニカルキャンドルづくり
②葉っぱのしおりづくり
③ヒンメリづくり

【開催概要】
2022/9/3～4，10:00～16:00＠アクリエ姫路

【出展内容】
①播磨産の植物を活用したワークショップ
1. 播磨の里山植物を使ったボタニカルキャンドルづくり
2. 稲美町産大麦を使ったヒンメリづくり
②播磨産の伝統野菜を使ったポテトチップスの販売

2022年9月に開館1周年を迎えるアクリエひめ
じで開催された，子供から大人までみんなで楽
しめる，体験できる，つくる参加型イベント
「アクリエみらいラボ」に出展した。 のべ

参加学生数

27のべ

地域連携プロジェクトへのサポート: ネットワーキングの様子

ボタニカルキャンドル
6



EHC交流会

EHCの部屋
〇〇先生に話聞いてみようの会

参加学生数

60約

地域活動に従事している学生や
今はしていないが興味を抱く学
生，教員が交流できる機会を設
けました。

Thursday

EHC

A401

A401

EHC

^^

EHC

!!

2023.1.19
16:20 17:50

参加学生数

10のべ

地域に出て連携活動をしている・していきたいと考える学生を対
象に，教員と気軽に話せる機会を設けました（少人数形式）。

2022.12.15 Thursday

12:15 13:00

EHC

8
QR Google form

EHC

Google form 

Vol. 1

EHC

^^

!!
!!

今後の各団体の活動のあり方や，それを支えるEHCのあ
り方を考える機会となるました。
計3団体に，新たに7人の学生がメンバーとして参画しま
した。

参加学生からは，地域連携活動だけで
はなく，コース選択や就職活動，卒業
論文，今後のキャリアなど，に関する
質問がなされました。今後も，教員と
気軽に話せる機会を設けていけたらと
考えています。

アクリエ姫路1周年記念イベントでの出展

オープンキャンパスでの出展

地域連携プロジェクトへのサポート: ネットワーキングの様子

7



ホームページの刷新

情報発信

SNSの新設

相談対応の事例

×

HP

主な相談者/内容
県民局や市役所，大学（本学の他学部や他大学），
公益財団法人， NPO法人，地域づくり組織，営農組
合，土地改良区，市民（団体/個人）などからの相談
がありました。

具体的な内容としては，施設の有効利用，子ども食
堂に関するボランティア，地域イベントのサポート，
研究協力者の紹介，フィールドの紹介，地域づくり
組織の立ち上げや効率的運用，セミナーやイベント
の周知，新規就農促進に向けた仕組みづくり，農村
へのボランティア，資源活用に向けた仕組みづくり
などがあります。

対応としては，アドバイスやアイデアの提供にはじ
まり，人材の紹介やフィールドへの訪問，プロジェ
クトの始動などをおこないました。

学内外からの様々な相談に応じることで，ニーズや課題を発掘するとともに，大学の資源（知識，技術，
マンバワーなど）とのマッチングを図っています。主な相談者・相談内容は以下の通りです。

子どもの居場所づくり事業や子ども食堂の運営サポートな
どを通して，ボランティア受け入れのプラットフォームづ
くりをおこなう「明石こども財団」から，ボランティア募
集協力の相談をうけました。そこで，ボランティア活動や
子どもに関連した活動を希望する学生とボランティアの受
け入れ先をつなぐ学生団体「conneko-コネコ-」とともに，
対応しました。具体的には，学生団体と役割分担をおこな
い，説明会を実施しました。

下写真：説明会の様子
右図 ：学生団体が作成した説明会勧誘ポスター

相談・対応３

フィールド訪問の様子＠市川町

相談対応の事例

主な相談者/内容

相談・対応

子ども
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ホームページの刷新

学生の声

EHCに関わる学生に着目したページを更新しました。なぜ学生が，EHCや地域連携プロジェクトに関わ
りだしたか，関わり続けるかは，学生ごとで異なるように思います。多様な背景や動機，または活動を通
して得られた学びについて掲載しております。

写真

情報発信4

SNSの新設
各種SNSを新設し，EHCに関する情報や大学
での地域貢献活動に関する発信をおこなって
います。学生団体による投稿をシェアするな
どして広報活動のサポートもおこないました。

写真

EHCの魅力

EHCのコーディネート教員である柴崎先生に着
目したページを作成しました。柴崎先生が，研究
者になった背景や，地域連携活動に関わるように
なった背景，現在おこなっている地域連携活動に
ついて紹介しております。そして，どういった思
いでEHCのコーディネートを務めてきたのかを
特集しました。

相談対応の事例

主な相談者/内容

相談・対応
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地域連携プロジェクト - 教員プロジェクト -

03 

1.  くもべラボ 2022 杉山 武志，石坂 将一，足立 陽菜， 12
 木村 芽生，新元 里奈，谷水 さら

2.  学生国際協力団体CHISE 岸田 夕奈 14

3.  播磨プランニングラボ 都市計画研究室（太田ゼミ） 15

4.  淡路島プロジェクト 三田村 哲哉，橋本 卓磨 17

5.  北八代プロジェクト 安枝英俊 19

6.  学生島活プロジェクト 板倉 菜生，盛岡 志野 21

7.  ため池みらいプロジェクト 柴崎 浩平 23

11



12



13



 

 

 

CHISE
2009

19

 

CHISE 4
2020

  

CHISE
2

1
20

5 12  
CHISE

6
5

 
CHISE

Education Development Short Video Contest

 

 

2020
2023 3

 

 

14



15



 

 

 

16



ooc inc.  

        

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 
 
 
 
 
 

   
  

 

17



   
 

 

 

 

 

 

    
 
  
 
 
 

   
  
 
 
 
 

   
  
 
 
 
 

   
 
 
  
 
 
 

   
 

 
 

 
     

18



 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

19



20



21



22



23



地域連携プロジェクト ‒ 学生プロジェクト -
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地域連携プロジェクト ‒ 学生プロジェクト -

04

1.  兵庫商品開発プロジェクト DEN 谷本 リリアン 26

2.  tree house project 木の子 植田 陸 27

3.  学生団体 Change 田中 湧大 28

4.  Campus tree 蒐場 楓華 30

5.  農楽部 畑っこ 門傳 みこ 31

6.  conneko- コネコ - 櫻井 優妃乃 33

7.  学生団体 Jyoto's 池田 康大 35

8.  学生団体 いきものずかん 十都  祐真 37
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リサーチペーパー



リサーチペーパー

05
リサーチペーパー

1.    価値観を変えるソーシャルアクションの試み 40
       （永山 みのり，竹端 寛）

2.    コミュニティにおける電子回覧板の取組実態と有効性 50
       （高江洲 杏梨，谷口 優月，西村 彩香，福岡 菜々子，三宅 康成）

3.    都市住民を主体とした草刈りグループ結成のポイントと展開課題 61
       （柴崎浩平）

4.    ラオス山岳地帯における識字学習支援とその効果に関する研究 71
       （北川愛夏，乾 美紀）
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おわりに

2023年3月

学部長兼研究科長
内田勇人

今年度も、センター長の乾美紀先生、副センター長の杉山武志先生をはじ
め、太田尚孝先生、喜友名菜織先生、竹端寛先生、保坂裕子先生、三田村
哲哉先生、三宅康成先生、安枝英俊先生、柴崎浩平先生のご尽力により、
数多くの地域連携活動の推進が図られました。あらためまして御礼申し上
げます。

本センターでは、「教員プロジェクト」のほかに「学生プロジェクト」が
実践されており、斬新なアイデア、発想のもと多くの学生によって充実し
た活動が進められました。環境人間学部・同研究科の学生が有する構想力、
実践力等の高さをより一層感じます。プロジェクトの益々の発展を願って
います。

２つのプロジェクトの活動場所をそれぞれみると、淡路島、姫路市、高砂
市、播磨地域、ラオス、丹波篠山市、姫路市家島諸島、明石市、加古川市、
稲美町、播磨町、明石市、本キャンパス等と、海外を含め広い地域に渡っ
ており、様々な地域課題等に携わっていることがわかります。これら地域
の住民の皆様とのかかわり等を通して、学生の皆さんは多くのことを学ば
れているのではと期待します。自分とは違う世代の皆様との交流は、色々
な気づきを与えてくれると思います。専門家としての先生方の教育、研究
実践等も加わり、教室や実験室等とは違った学びが体験できたとも思いま
す。

最後になりましたが、本センターにとって今年度の大変大きな動きとして、
2022年4月から柴崎先生が本センターのコーディネーターとして加わられ
たことがあります。柴崎先生の今後益々のご活躍を祈念しています。来年
度は、なお一層、教員と学生の協働が促進され、素晴らしい成果につなが
ることを期待しています。
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